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とならない植物として定められている所定の条
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輸入禁止以外 

の植物 
         

       

 

輸入禁止品 
 

•日本未発生で被害が
大きく、かつ、検査で
発見されにくい病害虫
がつく植物 

•病害虫そのもの 

•土 

病害虫の検査 

輸入禁止 

植物類 

廃棄又は返送 

合格 不合格 

消毒 

木工品、竹工品、塩
漬け、砂糖漬けされ
た植物、製茶などの
加工品 
 

       

 

輸入可能 

検査対象外 検査対象 

輸 入 検 疫 の 概 要 



木材こん包材の取扱い 

○国際植物防疫条約に基づく「植物検疫
措置に関する国際基準第15」（以下、
ISPM 15）で規制の対象とならない材

（合板、ベニヤ、パーティクルボード等）
で作られた木材こん包材 

○ISPM 15に基づく消毒処理がされ、処
理済み表示のある木材こん包材 

検疫対象外 

検疫対象 
○ISPM 15に基づく処理済み表示のない
木材こん包材 



パレット 木箱 木枠 ドラム 

堰板 とめ木 ダンネージ 

ISPM 15の対象となる木材こん包材 

ISPM 15の対象とならない木材こん包材 

合板、パーティクルボード、オリ
エンテッドストランドボード、ベ
ニヤなど加工・処理された材で
作られたこん包材 

（写真は合板） その他：おがくず、削りくず、木毛、チップなど 

（写真左：チップ、写真右：木毛） 



ISPM 15が制定されるまで 

米国におけるツヤハダゴマダラカミキリの侵入やＥＵにおけるマツノザイセンチュウの侵入警戒などを機に、木材こん
包材を通じ侵入する森林病害虫に対し、検疫措置を求める国が増加 

我が国は、検疫措置を要求する国ごとに対応（中国、フィンランド、ＥＵ） 

木材こん包材の検疫措置の経緯 

平成１４年３月、ISPM 15が制定 

（国際貿易に伴うこん包材に付着する病害虫の侵入及びまん延のリスクを輸出国で低
減するための検疫措置を規定） 
 消毒処理 
  ・熱処理（HT） 材中心温度５６度 ３０分 
  または 
  ・臭化メチルくん蒸（MB） 温度に応じて４８－６４ｇ／㎥ ２４時間 
消毒処理済みの表示 

  木材こん包材に統一様式の表示 

ISPM 15制定後 

平成１５ 年１０月、「輸出用木材こん包材消毒実施要領」を定め、国際基準に基づく木材こん包材の消毒に対応 

平成１９年２月、消毒証明制度をより合理的に運用するために、国が一部行っていた登録・管理の業務を含めて全て
民間が業務を行い、国が同制度全体を監視する体制へと再構築し、同要領を改正 

平成１９ 年３月、我が国における病害虫リスクアナリシスの結果、輸入木材こん包材を経路とした検疫有害動植物の
侵入リスクがあると判断されたことを受けて、 「輸入植物検疫規程」を一部改正し、併せて 「輸入木材こん包材取扱要
領」を定め、輸入木材こん包材に対する植物検疫措置を開始 

消毒処理済みの表示 



国際貿易における木材こん包材の規制（現行） 
－国際植物防疫条約に基づく「植物検疫措置に関する国際基準第15」（ISPM 15）－ 

    木材こん包材に病害虫が付着して、世界各国にまん延し、経済的被害を
生じる恐れ 

 

  世界各国で一定の植物検疫措置を講ずることが必要と認識  

国際基準の認定措置      輸出国で実施 
○ 処理 
  ・ 熱処理（HT）： 材中心温度 56℃、30分 
  ・ 臭化メチルくん蒸（MB）： 温度に応じて48-64g/m3、24時間 
 

○ 処理済の木材こん包材には、以下のマークを表示 

XX: ISOの国コード - 固有番号 

YY: 処理に応じてHT又はMB 

＊木材こん包材とは、国際基準上、 「物品の保持、保護又は運搬に用いる木材又は木製品 

 （パレット、ダンネージなど）」 

シンボル
マーク 



国際貿易における木材こん包材の規制（今後） 
－国際植物防疫条約に基づく「植物検疫措置に関する国際基準第15」（ISPM 15）－ 

国際基準の認定措置      輸出国で実施 
○ 処理 
  ・ 熱処理（HT）： 材中心温度 56℃、30分、2つ以上の温度センサーの使用 
  ・ 臭化メチルくん蒸（MB）： 温度に応じて、 
          24時間後のCT値が650-900g･H/m3、最低最終濃度が24-32g/m3 

          （24時間後のCT値が条件に達しなかった場合の処理時間の追加）  
  ・ 誘電加熱処理（DH）： 材表面温度 60℃、1分間  
 

○ 処理済の木材こん包材には、以下のマークを表示 

XX: ISOの国コード - 固有番号 

YY: 処理に応じてHT、MB又はDH 

シンボル
マーク 

※ 下線については、2013年のISPM 15の見直しにより新たに加わった事項。 



誘電加熱装置の概念図 

電極 
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マイクロ波 

発振装置 
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水分子など 

マイクロ波が物質
内部に浸透し、熱
エネルギーに変
換される。 

（バッチ式） 



誘電加熱装置の概念図 
マイクロ波 

発振装置 
導波管 

マイクロ波
オーブン 
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（コンベアー式） 
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水分子など 

マイクロ波が物質
内部に浸透し、熱
エネルギーに変
換される。 



ISPM No.15の誘電加熱処理基準（概念図） 

加熱開始後の時間（分） 

（℃） 

①一片又は積み重ねた木材の最も小さい寸法部分が20cmを超えないこと。 

②加熱開始後、材の温度が30分以内で60℃へ、その後1分間はこの温度以上で加熱されること。 

20cm未満 

最も小さい 

寸法部分が 

20cmを超える 

20cm未満 

本
処
理
に
適
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で
き
る
材 

 

適
用
で
き
な
い
材 

 

30分 

60℃ 

1分間 
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輸入植物検疫規程の一部改正の概要 ２ 
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別
表
第
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木
材
こ
ん
包
材
の
生
産
国
に
お
け
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消
毒
方
法
の
基
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〔第
六
条
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輸
入
植
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検
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別
表
第
六
を
削
る
。 

改正案 
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輸入植物検疫規程の一部改正の概要 ３ 
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別
記
様
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木
材
こ
ん
包
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消
毒
済
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表
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〔第
六
条
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備
考 

    

１ 

本
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と
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、
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ン
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Ｈ
Ｔ
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す
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こ
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（１
）明
瞭
に
判
読
で
き
る
こ
と
。 

 
 

（２
）恒
久
的
で
あ
り
、
か
つ
、
取
り
外
せ
な
い
方
法
で
付
さ
れ
て
い 

 
 

 
 

る
こ
と
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（３
）目
に
見
え
る
位
置
に
配
置
さ
れ
、
可
能
な
限
り
木
材
こ
ん
包
材 

 
 

 
 

の
１
面
と
反
対
側
の
１
面
の
少
な
く
と
も
２
面
に
付
さ
れ
て
い
る 

 
 

 
 

こ
と
。 

 
 

（４
）赤
色
及
び
オ
レ
ン
ジ
色
は
、
使
用
を
避
け
る
こ
と
。 

輸
入
植
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検
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別
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式
を
削
る
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改正案 


